
「ゆとりの時間jで児童の創造性は育成できるか

川崎市立井田小学校

丸山義王

本稿の意図と課題

(1)，-，-， E3= 
今回の答申 の冒闘に£、いて「人間性豊かな児童生徒の育成Jが強調され，育成されるべき資質

の第ーに「自ら考える力を養い創造的な知性と技能を育てる」乙とがあげられたのは，すでK周知

のことである。

このよう左趣旨が示されてからすでK数年を経過するが，学校の現状はいかが左ものであろうか。

新教育課程のねらいはどのように達成されつつあるのであろうかラ本稿では，この点について考察

することを意図している。

す左わち，本稿では今回の教育課程の改訂がラ子どもの創造性の育成Kいかなる影響を及ぼした

か。また及ぼしつつあるのか，新教育謀程実施の現状を採りながら考察する ζ とを課題とする。

「ゆとりと充実jを柱とした今回の教育課程の中で「自ら考える力を養い創造的な知性と技能Jは

育てられるかKついて考察し，あわせて若干の提言を試みたい。

在:jO、子どもの創造性ということであるが， ζ 乙では普通の子どもの中で開発できる創造的能力に

ついていってなり，特別な才能教育のことでは左い。子どもの創造性とは，それの芽生えであり，

原型であるといっていい。

思わずひざをたたいて「わかったjとつぶやく経験，これがいわば自我の創造的体験で，学校に

なける創造性もこのようなものである。

すなわち小学校でねらう創造性の育成とは，発見の喜びを体得させるというような将来，創造的

左思考Kまで発展する態度の形成であるといってよい。創造的思考の要素である「感受性Jr柔軟、
性Jr好奇心Jr豊かなイメージJr発想力J等は 10代の青少年期Kないて最も発達する。その

ような発達段階K即して創造的態度を育成するととは時宜Kか左った ζ とである。

本稿では，子どもの創造的な知性の脊成Kついて以上のよう K考えている。

1 新教育課程の現状と子どもの創造性

(1) rゆとり jある授業の現況

新教育課程K走って「ゆとり jを持った授業がなされるととを期待されているが現実はどのよう

左ものであろうか。

(2) ロ

次Kあげる表 はう JI H崎市教職員組合Kよって調査されたものである。
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「学校でつまらなきこと，いやなニとは」 謂査

一ff!~~l一i一------一-----校----------内

)♂、、 7トλrz. 主:(ノj、'I'j 勉強)

つケラフ i百列

o I<~I; (1‘'1 ー 10) 

lJ ~!社会活動

o '}L 

。!;_ {"; J. 
.)  

。そ ク〕 1出

(j 1m: {~ 、，

:3().() :32.4 

12 7 12.5 

~ 7.7 
29.6 15.9 

17.2 

:5.4 4.8 

16.9 6.8 

i.5 2.6 

(%) 対象

I<'J 

;-)3.3 

11.5 

6.2 

2l.0 

21.9 

3.6 ! 

6.2 

6.5 

1 922名

内訳

/]'， 7 8 9 

中 795 

高 338

これは「学校でつまらないこと(いや左 ζ と〉は何ですかj という問K対して 7つの選択肢をあ

げ，それへの答であるが，学校生活の中で一番つまら左い ζ とが「授業Jであるとするのが小・中

学生で 30弼程度，高校生K在ると， 50%をζ えるという結果Kなっている。与えられた解答の

範囲が 7項目 K限定されているにせよ，その筆頭Kつまら左いものとして授業をあげていることは，

か左りショッキング左 ζ とである。 r授業さえ左ければ学校は楽しいJというのではう彼らが学校

K来る意義もないしう現在の学校から授業を抜き去ってしまえばラ学校の存在価値は左く左ってし

まう。そのうえrll学・高校生Kあっては， rつまらないことJの 2位K先生をあげている。 r授業

がつまらなく」て「先生がいやな存在jであるならば，学校はそういう生徒Kとってどのような意

味があるのであろうか。

これはやはり授業のあり方K問題があるということであろうか。

「ゆとりJが本来的K安求されるのはう毎日の授業の中にである。休憩や給食に時間をとって余裕

を持たそうというのは，あくまで授業の準備のためである。精選された学習内容を 5分間延長され

た授業時間の11=1で，児童Kよくわかるように教えることが眼目である。

とζ ろが，従来のよう VL4 5介の時間を一斉指導方式で使っているのが現状である。導入や授業

の準備に使える時間ができたのはメリット左のであるが，現在のークラスの定員は 45人であるの

で，最大公約数的左一斉授業の形態をとらざるをえないという面がある。

「ゆとりの教育JVLは，生徒の数が多すきるのである。たしかVL5分の時間延長で，授業にゆとり

はできたのであるが，その他の条件が今まで通りであるので，結果的Kは，詰め込み K左ってしま

い，折角新教育課程Kなっても，子どもたちの「授業JVL対する不満は解消されていないのである。

その ζ とが前述の調査K も表われているのだと忠われる。

(2) 集団的活動によ石「ゆとりの時間」
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現在の小・中学校にないてどのような形で特設「ゆとりの時間jが設定されているかを文部省の

(3) 
調査 でみよう。それによるとゆとりの時間の活用で一番多かったのは「学校の鋭意を生かした

特別左活動jであり，小学校で 94弼，中学校で 93弼の学校が何らかの形で特別左活動を実施し

ていることがわかった。

その活動の具体例を見ると下のように在る。

「創意を生かした活動の具体1JIjJ

小学校 中学校

。運動保健K関する活動 -・・・・ 86.2% o生徒会活動 ..61.1 % 

o飼育・栽培 -・・ 67.6 % 。学習や生活K関する相談活動… 58.8弼

。音楽活動 ....45.4 % 。勤労体験活動 -・・・ 54.4 % 

。各種の表現・鑑賞活動 ….30.6 % 。体力増進活動(マラソン大会等)ー・ 54.2%

。学習や生活K関する相談・・…….3 0.5 % 

L. 

また神奈川県教委の調査(4)(fCよると，小学校は， 7 7 1校のうち 370校(4 8弼)が体育活動，

354校(46% )が音楽や造形左ど情操活動を行っている。また中学校では 350校のうち体育

活動が 127校(3 6弼)教育相談(3 3弼)勤労生産99校(2 8.2弼)情操活動 98校(2 8 

% )となっている。 ζ の具体例を見ると小・中学校ともに集団活動が多いことがわかる。さらに ζ

れらの活動の実施の形態を文部省の調査(引でみると次のようである。

間「特別左活動を実施している場合，その活動はどのよう左形態で実施していますかJ

1. 全校で笑施

2. 学年を単位として笑施

3. 学級を単位として実施

.3 7.1 % 

・20.2弼

・17.2弼

4. 複数学年の児童で構成するグループを単位として実施…………………… 7.4弼

5. 上記併用方式で実施 一一・…一.'.・ H ・…一..50.8 % 

6. その他 1.2% 

併用方式が 50.8婦と多いのではあるか，運用される場は，全校37.1 % ，学年 20.2 %と在って

集団活動にウエイトが，かかっている。

また，活動内容の面から見てみる左らば，中学校の場合は生徒会活動にゆとりの時間が使われて

いてう従来の特別活動を補在う形と在っている。小学校の場合はラ運動保健K関する活動花時間を

使用しているが，全校体操・マラソン，球技大会等，体育科的左色彩を持つ内容で，集団的な活動
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が多くなっている。

また小学校ではう飼育・栽培が 67%，中学校でヲ勤労体験学習 54婦と多い。このよう Kみる

と特設「ゆとりの時間jは教科と内容が重援したり，活動が集団的行動になりやすい ζ とがわかる。

小学校， 111学校とも K多くとりあげている勤労体験学習Kついていえば，勤労の尊さを体験するこ

とは必要であるがラ押しつけに在ったりラ精神主義の強調になら左いように心せねば左ら左い，働

くことと学習とを切断せず一体として，とらえることが必要である。

(3) 特設「ゆとりの時間j と子どもの創造性

特設「ゆとりの時間J は答申の +!VC~j己、いて「学校の創意を生かした教育活動」として考えられた

もので，児童の創造的な態度を育成するKはヲ最もふさわしい時間であるといえる。

創造性育成のある側面は，児童会活動や生徒会活動，クラブ活動，特設された「ゆとりの時間j

と非常K関連を持っている。

こういう場では，教科教育の中では出すことのでき在、いような拡散的な思考が発揚できるからで

ある。ではその笑状り、どうなっているかを見ょう。

(6) 尚一旦 し
川崎教組のアンクート によれば「ーナ校或旦時間か設定され，現実はどうですかj という問に対し

「子どもにとってかえってきぬうくつに左った」と答えたのが 12校あった。その理由を問うたと

ζ ろ以下のようであった。

。特設のときは低学年は通常より時間数が多く在る。

o 5校時:に低学年の集会は無理をしてやっている。

。「ゆとりの時間Jは実際運用するためKは時間を多く使っている O

。特設のため計画するi時間数がかえってふえた。

0 時間の設定VCi己、いまくられラ子どもが自主的K動いているとは思え左い。

。代表委員や集会委員の子どもは連日休み、時間も言十函準備に追われ大きな負担K左る。

ζ れをみるとう「ゆとりの時間Jの特設Vてより教師も児童もその準備や活動のために忙しく左っ

た様子がわかる。特に低学年では授業時数の削減がないので集会活動K参加すると時間的左余裕が

なくなっているのである。

上述のように

特設ゅよりの時間は全校的な集団活動をとり行事的内容のものが多いため教師が児童の活動を管理

しがら K走る。

(7) ，~ L.  _ r L _ 

)111崎市特別活動研究会の地区会報 VCi己、ぃ ι，rクフフ・活動は児童主体の運営を是とするが，どう

しても教師主導で運営されがちである。Jといった反省が左され，児童主体の運営でうまくいってい

る学校の声を集めているが，それには次のよう左ものがあげられている。
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@活動中危険の多いクラブなどはうどうしても先生が主導をとらないといけ左い。

@クラブが多いので一人の先生が二つのクラブを運営する場合もでてくる。しかし技術指導を

主目的としていないので，スムーズな運営をしている。児童は「クラブは自分でやるものだj

という考えが出ている。やはり計画の段階で，児童K活動上無理のない計画をたてさせること

がイ可よりである。

@学期一回とか一年一回とか必ず発表の場をつくり，具体的自擦をはっきりさせて活動させる

(発表の形一…・校内テレビでの発表，掲示を通しての発表，発表会ラ学芸会等)

以上を見ると従来からやってきて，慣れている筈のクラブ活動ですら，教師主導であるとか，ク

ラブの数が多すき、てかけ持ちになるとか，児童にとってむりのない計画をたて，具体的な目擦をは

っきりさせようというような問題がでている。クラブ活動にないでこのような反省が往々なされる

のに，ましてや全校行事的左内容の特設時間を児童が運営することはむずかしく「ゆとりの時間j

の運営はヲ教師主導という形で行左わざるをえ左いのが笑状である。

次Kあげるのは川崎市の i小学校(8)の 6学年4 クラス 152名を対象Kして行なったアンクート

の結果である。これは特設ゆとりの時間で「子ども祭り Jを行なったその結果についてのものであ

る。

質問「子ども祭りのみこしかつぎやみこしリレーは楽しかったですか。」

① みこしかつぎについて

A かついでいる時

・とても楽しかった 0% e まあまあだった 7 8.5 % 

つまらなかった理由

・人が多すぎて，み ζ しにさわれ左かった。

・クラスの出る番を待っている間K気がぬけた。

@人が多すぎて持つところがなかった。

・み ζ し台からはずれた。

B 見ている時

@楽しかった 3 1. 1弼

楽しかった理由

-つまらなかった 6 8.9 % 

・いろん左みこしがあったから

つまら左かった理由

@自分の役目があって見るひまが左かった0

.見ている時間が長すぎる。
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② みこしリレ -1((ついて

@まあまあだった 8 8.3弼

つまらなかった理由

@つまら左かった 1 1. 7弼

・人数が多すぎかつぎにくい0

.係で見ているだけだった。

・見ている時間が長い割(r[，やる時間が少ない。

e リレーのノレーノレがわかってい左い人がいた。

③ みこしの製作Kついて

@楽しかった 22.3 % 

楽しかった理由(一部省略〉

@まあまあだった 66.1 % 

・自分たらの考え方が生かされてよかった。

-アイディアを出し合ったから。

・みんなで放課後のこり協力できて楽しかった。

つまら左かった理由

・みているだけでイ可もできなかった。

-つまら左かった 1 1. 6 % 

・せっかく作っても，すぐこわすのかと思うと，つまらなく在った。

以上のアンクートを見ていえることは，

ゆとりの時間(r[j与、いて全校的行事を組めば，ともすれば，全体の人数が多すぎるので傍観者がで

るという ζ とである。特設ゆとりの時間を全校的左場で行うと，どうしても，

「意欲の喚起が充分Kできない。J

「内容が最大公約数的在ものになりがらj という傾向がでてくるようである。

しかしなみ ζ しの製作過程Kついてはヲ「自分たちの考え方が生かされてよかった。J iまとま

って話しあい，作ろうという意欲があった。J iみん左で協力できて楽しかった。J iみこしを作

りKアイディアを出しあい，学級のまとまりができた。」等，積極的左意見がでている ζ とは評価で

きる。

また特設「ゆとりの時間Jと隣接する活動である委員会活動と比較してみたい。

i ヨElOo.1=(9) 
ここ(r[i委員会活動の失態とはJ返点 」というアンクートがある。

「どうしても委員会活動は，学校管理上の仕事，教師の仕事の補助的左活動K左りがちである O

望ましい委員会活動の姿からすれば管理・補助的活動は，好ましくない状態であるが，その許容さ

れるべき範囲はどうだろうか，管理的活動の r=l~l (1[ ，創意工夫の余地はないだろうかjという問に対

して，
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-活動内容が回定化し，発展性K乏しい。

@教師と児童の創意や意欲が不足している。

・活動の時間の確保が難しく，委員会で計画をたてての運営ができ左いo

e 当番活動のよう左内容が多く自発的左活動K在ってい左い。

@児童が多すぎて問題がある。

左どの実状があげられているがラ

それはそのまま特設「ゆとりの時間JVCもあてはまりそうである。高官掲の「学校でのいや左こと」

(1日
の調査 でも小学生は授業(3 0 % )とほぼ同じ割合(2 9.6弼)で委員会活動をつまら左いもの

としてあげている。それについて調査の解説では次のよう K述べている。子どもたちの訴えをきい

てみるとラ「子どもたちは仕事がいや左のではなく，少しでも自分たちにあった仕事がしたいので

ある。ところが，実際K行われている活動の多くは，教師の仕事の補助的左ものに左りがちで，子

(11) 悶

どもの創意や工夫が活動の中K十分生かされてい在いのである 。j委員会活動にないてもやはりマ

ンネリイヒが指摘されるのである。

現在のゆとりの時間は，活動内容については，学校行事，児童会活動，クラブ活動と関連が深くヲ

ζ のままのやり方でいく左らはヲ今までの特別活動にみられる問題が，ゆとりの時間の運用にも現

われてとざるをえ左い。特別活動との関連は今後とも大切Kしていか左ければなら左いが， rゆと

りの時間Jの個性化と個別化はさら K考慮すべきである。

例えば児童の個人的左研究の奨励，興味や関心を伸ばしあえる同好会のよう左ものを作っていく

とと。またそれにあわせて教的側では小集団を指導する技術の研究も必要である。中学校で行左わ

れている教育相談的在方向の模索も大切である。これは子どもの悩みの解決もさること左がら，学

習のつまづきの指導さら Kは，子どもの才能と適性をより伸ばしていく方向への相談もあわせて，

考え左けれは"左ら左い。児童会活動K熱心左子ども，委員会やクラブ活動で出色の子ども Kも教師

は注自し左ければなら左いが，自立た左いがう創造的左知性の芽をいだくよう左子どもの指導も行

左わなければ左らない。そのよう左指導Kふさわしい場が，との「ゆとりの時間jであると忠われ

る。

集団的な活動を主としていく左らば，その運用の困難さは児童の手にあまりう児童Kとって，自

由で自主的であるべき「ゆとりの時間Jが教師の管理下K追いこまれてしまい，教師も子どもも

「ゆとりjを左くし，ただひたすらK学校生活を忙しく過ごすという結果K左りかね左い。それを

避けるためKもう「ゆとりの時間」は集団的活動から個別的在活動へと移行していく必要があるよ

うにJ思われる。

(4) rゆとりの教育jは児童の創造性の育成Kどのよう左影響を与えうるか

J 11教組の調査(ICr授業がつまら左いJという子どもが多いことがあげられているが，これはラ授
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業時間が 5分延長されて余裕ができたのにもかかわらず相変らずK一斉授業方式をとっている一つ

の現われでないかと忠われる。今までと同じよう左一斉授業方式をとっていると，かえって 5分間

だけ多く詰めとみをやるという結果lになりかねない。一斉指導は能率的で知識の伝達には有効であ

るが，子どもの出解度比は，速さに差があるので，そこを一律にすることに無理がある。そ ζ で

個別的左対応を一斉授業の!こ1:1VC iジいてもなさなければならない。その一つの方向は授業のHこlで子ど

もの観察を徹底的Kするということである。授業ーを通して子どもの反応や性格行動を生のまま理解

し個々の子どもの人間像を把握する ζ とう児童理解とカウンセリング的な授業が理想である。この

ような授業にお、いては，子どもの自発的左忠考を何よりも大切にする。子どもの忠L考の流れをつか

むことができればラその変化がよくわかる。このような授業が他人の能力に応じた授業，児童を理

解する授業といってよく，このことがやがては創造力の育成にまでつながっていくのである。

新教育i課程笑施を機(疋一斉授業から個別的授業へと目が向きかえられなくてはならない。

特設「ゆとりの時:間Jについていえばう集団的活動が多いが， ζ れは「ゆとりの時間jの類型化

を導きやすい。特設「ゆとりの時間Jの発想、の原点は「学校の創意を生かした教育活動を行う」こ

とでありヲ画一性が問題であったKもかかわらず，全国一律で内容や形が似て来てなり，画一化の

傾向がすでに現われている。 iゆとりの時間jの個性化が必要で地域ゃ学校，児童の笑態VCE!IJした

内容が考えられなければならない。しかし特設「ゆとりの時間jは，教科の時間とは違い圧力がか

からず自由K行宣言Jできる余地がある。そこにやる意欲が生ずる。 iゆとりの時間Jの活用によって

は，教科以外での子どもの才能を発見できる可能性がある。例えば劇の場合ヲ行動的な子は，話し

あいなどが不得窓でも，よい演技をする乙とがある。

教科学習y外での才能を発見するよい機会を「ゆとりの時間Jは提供してくれる。 ζ れはその子

どもの創造的な面の発見だといえる。

劇を過して白イ言を持った子は，教科学習においても意欲的と左る。そのような意味で， iゆとり

の時間jと教科学習は持ちつ持たれつの関係にあるといえよう。 iゆとりJをどのようにしてラ学

習意欲K連続させていくか。 i学校の創意を生かした時間Jが教科を支える活動であり，教科学習

の土台となるという意味で，特設「ゆとりの時間JVCj己、ける活動が，学習意欲や学力の向上，しい

ては 3 児震の創造的知性の育成とどうかかわっていくがかが今後の謀題の一つになるであろう。

盤 fゆとり教育 Jの中で，子どもの創造性をどのように伸ばすか

(1 )児童理解と創造的知性の育成

個性や能力，適性K応じた指導ができるならば，落ちこぼれるような子どもはラいなく在るであ

ろうし， iゆとり jを持って能力や適性VCfl、じた教育ができる左らば，子どもの創造的左知性の育

成も可能であるだろう。

「ゆとり jのある時間の1:11で余裕を持った態度で教師が子どもに接して，児童の理解を深めてい

くとと?それが不適正、を起ζ している児輩や，また創造性の芽を持っているような児童の発見花つ
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ながっていくのである。

ここに創造性の高いと思われる児童にソシオメトリック・テストを実施し「好かれる理由Jを調

ω 
査 したものがある。これは創造性が高いと思われる児童の態度が，一般の児童Kどういう印象を

与えているかを見たものである。創造性の高い児童の態度は「面白いJi楽しくなる」という形容

認でしばしば表現されている。このように「なもしろいj といわれる児童に注自する必要がある。

「ょくしゃべってなもしろいJi楽しくてなもしろいjというよう K評される児童は何らかの特

色をもっている。しかし同じ児童の「嫌われる理由Jを見ると「ょくしゃべるJi自分かつてj

「先生のいうことを問か左いJiぎよぎが悪い」というよう左ことはで評価がされている。創造的

左子どもは，個性が強いので，他人K悪い印象を与える ζ とがあるというととを示している。さら

K前掲の調査では創造的な態度を持っている児童Kついての担任の印象は次のよう K在っている。

1. やや神経質 ※印象の強いj顕K配列

2. 排他的

3. 自信過剰

4. わがまま

5. 自己主張が

6. 運動神経もあり健康である。

この感想、を見ると創造的な態度を持つ児童K対し教師はあまり向婿的在態度をとってい左いよう

に思われる。 トーランスの研究(3)(fC沿いても，教師はどちらかというと知能の高い優等生タイプの

児童K好感を持ち，創造的なタイプの児童をあまり認め左いという傾向を持つ ζ とが指摘されてい

~m --，k- (l心
る。また河野重男氏は，教師たちKアンクート i調査 をし「教師の考える児童・生徒ののぞましい

性格は，創造性の高い人間の資質と必ずしも一致していないJということを指摘しう「日常の教育

英銭や具体的な指導の場面K沿いては，どちらかといえばfよい子』のイメージが先行しヲその乙

とが創造性をもった子どもをチェックし，困惑させるはめK在っているととも少左〈ないのではな

いだろうか。jと述べている。

人はな互いを理解しあうことは至難の技という ζ とができるかも知れ左い。しかし教師はヲ ζの

ロ(1'5)
ζ とを職業柄，要求されるのである。ここ(fCJ 11崎市教職員組合の資料 がある。これは「先生はあ

左たの ζ とを理解してくれていると思っていますか」という問いK対する児童・生徒の回答結果と

「あなたは児童・生徒のことを理解していると思いますかjという向いに対する教師の回答結果を

あわせて示したものである。
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調査対象 1 922名

「先生は理解してくれているかJ 内訳小789，中 795，高 338

<;~ 

同巨
教師巴

't {Jt~:: 
教師E

だいたい理解してくれる

55.0%・・

71.4% 

45.1%・

65.7% 

ャバヲ.• • • ~ 
65.7% 

32.2% 

38.R% 

23.5ヲ6

16.6% 

この表を見ると「あまり理解してくれ左いj 「理解してくれないjと否定的K感じている児童が

小学生ではう約 20弼，中学生・高校生になるとそれが急増していること K気つく。

次K児童・生徒の方は教師が「理解しているj と思っている程， i理解されている」とは思って

いないという意識のズレがあることがわかる。一般的に見てもこれだけのギャップが見られるのだ

から，個性的左創造的な児童をよく理解することは，左なむずかしい ζ とであろう。

しかし児童・生徒の個性や能力に応じた教育が行われるためKはラまず子ともの正しい理解が前

提となら左ければならない。そのよう左理解を高めるような教師の態度としては if畏かい受容的，

理解的な雰囲気Jを学級K醸すことである。 まず子どもが自己を解放できるよう左学級をつくら左

ければなら左い。

(16) 
このこと Kついて水野正憲氏 は， i教的との共感度の高い学級ほど創造的左態度を持つ児童の

育成には効果的であり，創造的な学級を作る教師のタイプは，より大き左愛情を持ち，熱心で教育

技術Kもすぐれ，強制的でなくうより寛容であるという傾向を持っているjとしており， 1:創造的左学

級と非創造的在学級では雰囲気が異在ることうそれには担任教師の指導態度が影響するj と述べて

レ1る。

創造型の子どもには「はみ出す部分Jがある。教師が一定の規準を作って，子どもをそれにあて

はめようとすると問題がある。

教師の指導態度Kより，子どもの創造性を伸ばす場合と，阻む場合がある。

留意したいことは創造型の子どもは，個性が強くできらわれやすかったり，神経質で，情緒不安

定なところがあるP 創造型の子どもの人格面の特長を知って指導することがう非常K大切である

と思う。 ともすれば，はみだしがちの彼等の行動をラなもしろがって見るぐらいの心の「ゆとり j

-74-



を教師の方で持つととが望ましいのでは左かろうか。

(2) 創造的な知性を育成する指導法開発の方向

子どもの創造的な知性を育てるためKは，新しい見地K立った教育課程の構築が，必要である。

教育課程そのものがう「ゆとり」を基盤としてう子どもの創造的な思考や態度を育成しやすいよう

Vl:f乍られ左くては在ら左い。

事象のど ζ に自をむけるか，どういう問題意識を持っかということは，人の個性K係わる。問題

解決の方法もまた個性的である。問題の解答は，共通でなければならないが，気づき方はラ それ

ぞれの経験の違いによって異なる。実感としてわかるというそのわかり方の違いを大切にすること

が創造性の育成につ左がるのである。ゆえに教育課程開発の一つの方向は，個別的左教育がしやす

いよう左枠組みを導入すること。教育課程そのものが創造的態度を要求するよう K改善されるとと

であるO また教育課程そのものを開発するだけで左く，その実施を左右する「教材・教具の改善j

及び「新しい指導法jの向上をも図らねば左らない。

従来は集団指導の技術，例えば学習Kなける一斉指導方式，運動会のよう左行事を遂行する指導

技術を中心Kやってきたが，とれからは人数の少左い小集団指導の技術も大切と在る。

今は 45人でも 5人でも同じよう左一斉指導のやり方でやっているがラ人数が少なく在ったらど

ういう指導をするべきかという ζ とも考え左くてはなら左い。個別指導的な実験授業が必要である。

子ども偶人の興味や関心を自由K伸ばす指導の工夫をし左ければ左ら左い。子どもの能力K応じた

適時性のある教材を与えうる段階的指導が大切である。また従来からの創造性開発の技法，例えば

発見学習等の再検討と指導過程への導入を考える ζ とも必要であろう。 ζ の子どもが誼観と試行錯

誤を通して発見し探究をすすめていくやり方は，子どもの創造的在学習態度を養うこと K在る。

また発見学習の場合，広範左教材の準備が必要だがうこの教材研究が郎ち創造的左カリキュラム

を作る土台と左るとともあろう。

次K考慮すべき ζ とは，子どもたちK学習への適応の仕方を教えることである。

ノートのとり方ヲ授業のきき方，話しあいの仕方，資料の作り方，図書館の科用のし方，発表の

し方等，学習の効率を高める学習のし方そのものを身Kつけさせることが必要である基礎的な学習

方法の訓練が、重視されなくては左ら左い。それが創造的態度育成の土台と左る。

また個別から全体へのフィードパックを考え左くては左ら左い。イ由K重点を置くと分析的となり

指導の場が狭く在る。そこで学習の個別化の反対方向である学習の総合化を常に意識する必要があ

る。例えは国語科Kは総合領域がありラその内容として発表会の計画左どがある。 ζ ういう場面で，

個人やグループの研究の成果等の発表をさせて，個の成果を全体の成果と在すととがよい。 低学年

になける合科的左指導ラそれをさら K進めた総合的左指導左どを学校ぐるみで考える必要があり，

それは子どもの創造性の育成とは軌を-Vl:するものである。

(3) 創造的左学校経営

答申の関連事項にあげられた「児童生徒の個性や能力・適性K応じた行き届いた学習指導を進め
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るためKは，学校経営の改善を図る必要があるJということばは重要である。個性や能力K応じた

新しい指導方法の開発は結局のところ新しい視角をもった学校経営を要請することになるからであ

る。

例えば合科的な指導を実施する左ら ti，合科の頻度の多い教科の連結という学級の時間割の工夫

から始まり，学習内容K応じて時間の巾を自由にとれるようなモデューノレ時間の導入，特別教室の

使用割など学級単位での配慮Kとどまらずラ学年及び学校単位の調整が必要と在る。また学習形態

も必要K応じて，チーム・ティーテングなど学年間の協力指導ができるように工夫が左され左くて

はならない。教師の個人的左努力には眼界がありうついにはう学校経営という高いレベノレへと行き

っかざるをえない。

ところが学校の現実はどうであろうか。現在の学校の組織は，教育課程の研究や開発を容易K進

めるようにはできてい左い。

個々の教師の持つ能力を開発すること Kとどまらず，彼らの能力を発揮させ，結集させるよう左

組織が必要である。開発の推進者と在る者がいたとしても，平等主義の強い学校という職場ではヲ

そのリーグ一性を十分K発揮できない状態Kある。また教師間(iCj己、ける研究は，通常は教科別K行

なわれているために，学校全体とうよう左総合的な視点からカリキュラム開発を行なうことには慣

れていないという ζ ともある。

また教員は雑務や会議などで多忙のためカリキュラム開発という時間がかかつてラかつ複雑左

共同作業を逐行するような余硲がない ζ ともあげられる。とにかく個々の教員の持つアイデアを吸

いあげて学校全体のものとしていくよう左研究体制が必要である。学校経営が，カリキュラム開発

に結びつくような組織づくりが望まれるのである。

)111崎市の場合，特設「ゆとりの時間」を円滑に運用するためKは，協力指導組織をとる ζ とが望

ましいことにJTl-くから着目をして 2 効果をあげている。しかし一般的にいえば協力指導組織をとる

ためには，教自i!iの定員増やチームティーチングのとりやすい特別教室や体育施設等の拡充なども必

要となる。財政的な措置が十分児とられてこそ，創造的な学校経営ができるともいえないだろう

カ〉。

現在の学校にお、いてはう特殊教育になけるカリキュラムの開発は行左われているかう知的左優秀

児や創造的左傾向を持つ児童の指導Kついてのカリキュラムの開発は十分に左されているとはいえ

ない現状Kある。特K創造的な知性を育てるための教育という観点でカリキ ラムを見な令してい

くならば，学校はその様相を大きく変えていくのでは左いかと思われる。

(4) /j-，. !=j=1・高校の連携

「ゆとり教育Jは小・!こj=1・高で一貫したものとしてとらえ左くてはならない。小・中だけでは

「ゆとり jは機能し左い。大学入試を今のまま Kしでなくならば，高等学校では進学体制をとらざ

るを得在い。それK中学校がリンクされ，小学校までも影響が及び新幹線教育K在ってしまう。そ

ういう現笑を考えず，いきなり「ゆとりの時間Jを持ってきても効果を発揮する ζ とはでき左い。
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大学受験・高校・中学・小学校の教育が一貫して向じ土俵の上で「ゆとり教育jを考え左ければ

「ゆとりJは途中で切断され，菌るのは子どもたちだけということに左りかね左い。 i/j，学校，中

学校及び高等学校を通じて児童・生徒の学習負担を適正なものとし，ゆとりのある学校生活が送れ

るよう Kするjζ とがラ答申の大き左ねらいであり， iゆとり教育J(fCついて小・中・高校の連携

が切に望まれるのである。

IV まとめ

まとめとして今後の課題と在る ζ とを若干述べてなきたい。

(1) iゆとり教育jを真に実現するための教育条件整備

「ゆとり教育J(fCは多すぎる児童数という問題がある。一学級45人では子どもが多くて過密で

ある。創造性を育成するような個別指導をするには子どもの数が多すぎるのでそのため能率的な一

斉授業K頼らざるをえ左い現実がある。一学級の人数を滅らし，教師の定員を増やし，その上で?

授業時数を削減し，ゆとりを生みだすことが筋である O しかるに今回の改訂では，授業時数の削減

は行なっているが児童・生徒の人数や教師の定員はもとのままである。これでは fゆとり」はこと

ばの上だけのものとなってしまう。

行政側の教育条件整備と fゆとり jの教育論とが，かみあってい左ければ左ら在い。行政側の教

育条件の整備が望まれるのである。

(2) 学校全体の生活時程(fC:}o、ける「ゆとり j

ゆとりは学校全体の生活時程の中で位置づけられ左くては左らない，特設「ゆとりの時間」のみ

を考えて「ゆとり教育jというと狭いものに在る。しかしそこだけKつい自を向けてしまいがちな

現実があるがう子どもの生活のリズムを考えてう学校全体にゆとりを持つよう Kしなければなら左

い。そのために次の 3点が考えられる。

学校(fC::j己、ける生活時程を子ども側からみ左£、す必要。

ゆとりの問題を学校経営という大き左立場で見ていく ζ と。

.. iゆとり教育Jにふさわしいカリキュラムの構造を学校独自で考えること。

特設「ゆとりの時間jだけで新しい教育ができるという訳では左いう思い切って「ゆとりの時間j

を特設せず(fC，その時間を給食指導や休憩に当て，学校の生活時間を余裕あるものにすることもあ

ってよいのでは左かろうか， iゆとり jにとって大切なのは自由さでありヲ規制や時間K追いまわ

されることのない安心感が必要である。ところが学校の現実は何かセカセカした感じが的ぐいきれ

左い。また子どもの素質を十分K伸ばす条件はいくつもあるが，その中で特K大事左 ζ とは「注意

の集中」である。精選された大切左ととだけを 45介K延長された授業時間内(fCiゆとり jを持っ

て教える ζ とが，子どもの集中力によい影響を与え，創造的左態度の育成Kもつ左がっていくので

ある。

(3) iゆとり教育Jへの社会の理解
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父母や社会(iCrゆとり教育」の意義を教師自らの活動を通して理解させるべきである。ゆとりの

主旨や新教育課程についての父母の理解は十分で、ない。父母の中Kは，学力をあげてほしいと考え

ている人が多い。学校の「ゆとり教育jについて父母会，学年・学級の懇談会等の機会を利用して

父母:(t[理解を求めることは必要である。身についた学力を生みだす土台は「ゆとりJにあり，真の

学力がまた創造的な知性の育成につながることを認識させるべきである。 rゆとり教育Jは窮極K

むいては社会の問題となる。社会Kゆとりがありラその反映として学校Kゆとりがあるというので

なくてはなら左い。社会の緊張が強まると，学校の管理体制が強化され，教師の自主性は抑圧され，

その結果として「ゆとりの教育」は威亡する。

今回の「ゆとり教育J(t[はう戦後の学校行政への反省がこめられている。受験むきの秀才ではな

くて， 2 1世紀の国際化社会で要求される創造性豊かな人材を育成することが願いなのである。そ

の意味で， rゆとり教育Jを大切にしてもりたてていくことが，教育界だけでなく社会全体K要詩

さfLることである。
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キソシオメトリック e テストの選択理由

好|やさしくてなもしろい。楽しくてなもしろい。明るくてなもしろい。ょくしゃべってなも

か|しろい。グループを明るくするのでなもしろい。つきあいがよいのでなもしろい。いろい

れ
る，ろ話しをしてくれるのでなもしろい。感じがよいのでなもしろい。一度左らんでなもしろ

理|かった。明るくて楽しくなる。その子がいるとグループが楽しく左る。気やすく話せるの

田!で楽しく在る。

嫌|うるさい。すぐ文句をいう。ょくしゃべる。自分かつて O 人の ζ とを考えてくれ左いo

~I むきに在る。意見のちがいが激しい。話があわか。反対意見をいう。
主!考え方があわず話をしていて緊張する。先生のいうととをきかない。

由 iぎ工うきが悪い。

(創造性ジャーナノレ 3号) 行動科学研究所 昭和 47年 P. 18 

(17) 前掲(12)P. 24，下K関連部分を抜粋するn

創造的な児童の性格特性をまとめてみると次のようなものになりそうである。 rl3出で I抑制p

意欲的である反面，神経質であり， 自己主張も強く，授業態度などは惑しづ。創造的な子どもの性

格は，良い点と悪い点が「紙一枚jの差で併存しているといえそうである。 ζ の矛話した性格は，

彼らにとっても，教える万にとっても，図った問題となる。トーランスはこのことについて次のよ

うに述べている。

「創造性の高い子どもは，遊んでいるように見えても学習し，考えているのであり，彼は傾向と

して，権威によってよりも，創造的学習の方がうまくやれるのである。彼はものを操作したり，

探求する活動に専念しがちであるが，そのよう左ことは喜はれもせず，禁止されることさえある。

彼は学習や思考を楽しんでいるのだが，とれが人VC(ri，まじめ左仕事では左く遊びK見えるので

ある」。

わたしたち教育者にとっては，彼らの複雑左性格を理解してやり，効果的に指導する ζ とがた

いへんに重要である。同じトーランスはさらに「創造性のある子どもは，個性的であるので教え

る側Kとって，望ましからざる態度を示し?一見して学習K対し，不適応な状態を示すJといフ

ている。このような特別左能力を持った子どもたち Kは，それに即応した教育的配慮がなされる

べきであると思う。
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